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 【受賞までのあゆみ～】 

加古川グリーンシティ防災会 

は、阪神淡路大震災以降に発生 

した数々の災害から得た教訓を 

もとに、活動と研究を重ねて来 

ました。その結果「防災とは自分の大切な人を守るこ 

と」が自主防災組織活動の、根幹にあるひとつの答え

だと考えました。これを実行するために何をすればよ

いのかを考えたとき、ひとりで防災活動をするのでは

なく、多くの人が協力し合うことが大切で、かつ有効

な手段であるとわかりました。さらに、互いに「情

報」を共有することが重要であるとも考えました。グ

リーンシティ防災会では、居住者はもとより、多くの

地域の人たちと情報交換し、互いに防災スキルを高め

ることこそが「自分の大切な人を守ることになる」と

確信しました。また、情報の受発信に「楽しく」とい

うキーワードをスパイスすることで、継続可能な伝達

システムが成り立つこともわかり、これを「防災情報

伝達システム」と名付けました。しかし、このシステ

ムは被災後すぐに構築できないので、日頃の生活の中

で育み、使えるようにしておく必要があります。日常

生活に防災を合わせた情報伝達システム「生活防災情

報伝達システム」が皆様に浸透する環境を作る『防災

クラウド』というものを構築していきます。 

【苦労した点】 

日頃の生活で備えることを学び、備えることの大切

さをどのように伝えれば効果的なのか、そして「防災

を防災と語らずとも防災の役割が果たせる」ために

は、どんな工夫が必要なのかが課題でした。そこで身

近に使用しているアイテムを工夫することで、災害と

いう非日常的な出来事を、暮らしの中に盛り込ませる

生活防災を実践することで、迫りくる災害も想定でき

るようになり、個々が防災活動を行うことの必要性を

啓発して来ました。繰り返しますが「防災」を特殊な

活動として捉えるのではなく、日頃の生活の利便性を

向上させる目的も兼ねていると理解し「防災とは自分

の大切な人を守る活動だ」と知ってもらうことで、

数々のハードルをクリアして来ました。 

【セールスポイント】 

決められた人が、決められた 

ことを行うものではなく、「み 

んなで楽しく活動できるシステ 

ム」を心掛けました。ひとりの 

持つ情報はほんの少しですが、 

多くの人が集まった結果できあがった大きなシンクタ

ンクを日頃から、みんなで維持・拡大する「生活防災

情報伝達システム」を目指しています。 

今後も皆様のご協力、よろしくお願いします。 

第１５回防災まちづくり大賞 

「消防庁長官賞」受賞 

この度、グリーンシティ防災会 

が「第１５回防災まちづくり大賞」 

において、消防庁長官賞を受賞し 

ました。これは、２００６年同大賞の総務大臣賞に続く

前例（同一団体として）のない２度目の栄誉です。 

【表彰式秘話】 

◎当日は、国会開催のため大臣クラスの方が一人も出席

されず残念でした。 

◎与党による事業仕分けの影響で、副賞が無かった。

ショック！！！ 

◎表彰式のリハーサルで、受賞される方の待機位置（床

に×マーク）が決められていたのですが、２０団体中

２団体程しか守られていなかったです（苦笑い）！ 

皆様のおかげで、有意義な一日を体験させていただき

ました。心より感謝いたします。 

なお、活動内容等の詳細については、グリーンシティ

防災会のホームページをご参照ください。 

http://www.greencity.sakura.ne.jp/greencity_bou

saikai/index.html 

第 1 回防災ラジオドラマコンテスト 

「審査委員会特別賞」受賞 

平成１９年１月から始まった、グリーンシティ防災会

のインターネットラジオ！防災を身近に感じてもらい、

わかり易く伝える目的ではじめた事業です。この度、地

元のＢＡＮＢＡＮラジオ（８６．９ＭＨｚ）とのコラボ

により『防災ラジオドラマコンテスト・ドラマ部門』に

応募したところ、優秀賞と同等 

の審査委員会特別賞を受賞しま 

した。応募要領をはるかに超え 

る内容のスケールで今回の賞を 

いただいたことは誠に感激しま 

した。（こちらも副賞はありませんでした。残念） 

【表彰式秘話】 

◎他の団体は災害を再現するドラマが中心で、グリーン

シティ防災会だけが、災害が発生するまでの防災活動

を描いていました。 

◎「自分の大切な人を守ること」が防災であり、その気

持ちを持った人が集まれば自然と「自分たちのまちは

自分たちで守る」という「おまけ」が付いてくるは

ず、と言って会場の雰囲気を変えてしまったかなぁ。

◎規定時間を超えていたとのことですが、脚本部門と、

ドラマ部門との違いがよくわからなかった。反省！！

受賞作品は下記のＵＲＬでお聞きいただけます。

http://radio2010.bosai-contest.jp/index.php?gid=10045 
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第２４期通常総会（平成２１年）で可決され、検討を続けてきた「グリーンネット（マンション運営情報及び

緊急情報伝達システム）」のシステムリプレースについて、方針が決定したのでその概要をお知らせします。 

１．新旧経費比較 

ネットワーク機器はサービス事業者からの長期レ

ンタル方式を採用するため、初期費用は発生しませ

ん。５年間で試算すると、現行方式より約１千万円

の経費を削減できます。 

２．新旧システム比較 

メールアドレスは現在利用しているものをそのま

ま移行します。メールボックス容量は最大２０倍、

メールアドレスは戸当たり最大１０個、迷惑メール

対策機能の追加等基本スペックの拡張、そしてＩＰ

フォンの利用やモバイル対応など新サービスを追加

します。また、マンションコミュニティのコンテン

ツは、匿名性を持たせることで利用しやすい環境を

準備します。 

３．導入スケジュール（案） 

導入に向けては３月に臨時総会を開催し、承認していただこうと考えています。説明会も複数回実施する予

定ですので、質問や確認事項があればお問い合わせください。なお、スケジュールの詳細は確定しだい順次お

知らせします。 

新旧経費比較表

項目 現行方式 新方式

機器費（総会承認額：34,500,000） 18,729,000   -                     

５年間経費 24,606,000   33,638,400    

（参考：年間経費） 4,921,200     6,727,680      

合　　　計 43,335,000   33,638,400    

差　　　額 ▲ 9,696,600 

新旧システム比較表（抜粋）

項目 現行システム 新システム

インフラ（ＬＡＮ配線） グリーンシティ ←

ネットワーク機器・サーバー グリーンシティ サービス事業者

コンテンツ グリーンシティ（サイボウズ） サービス事業者

内部ＬＡＮ回線速度 １００ＭＢ １ＧＢ

外部利用回線 ＮＴＴ（１ＧＢ×２回線） ＮＴＴ他（１ＧＢ×２回線）

プロバイダー ＯＣＮ　＆　ＯＤＮ サービス事業者

メールアドレス 1/戸 10/戸

メールボックス容量 5MB 100MB

Webメール ●

メール転送 OP 10箇所

メール自動応答 ●

迷惑メール対策 100パターン

個人ホームページ 50MB

HP容量追加 OP（200MB）

ＩＰフォン OP

Ｐ２Ｐ対策 ●

モバイル対応 ●（共用部でのWiMAX利用）

 

第１５回「防災まちづくり大賞・消防庁長官賞」受賞 

 主催：財団法人消防科学総合センター 後援：総務省消防庁 

 一般部門、防災情報部門、住宅防火部門の３部門に対して、今回計１０４団体

の中から選ばれました。グリーンシティ防災会は、防災情報部門の“日常生活に

防災を取り入れた防災情報の伝達＝答えは『防災クラウド！』”というテーマで

消防庁長官賞の栄誉に輝きました。 

第１回「防災ラジオドラマコンテスト・審査委員会特別賞」受賞 

受賞作品：「防災ショットバー」第１話～第３話 

 主催：独立行政法人防災科学技術研究所 後援：内閣府・文部科学省 

応募総数計５７作品からの受賞です。 

※本活動はマンション内の伝達システムを日頃から活用することにより、継続的

な維持・管理をできるという日常の防災訓練も兼ね合わせています。 

今後もみんなで「楽しく防災活動」を推進していきましょう。 

 

居住者から管理組合（管理事務所）を通じて、「地上デジタル放送が映らないので対応してほしい」という依

頼があった場合、マンション設備上の不具合については無償で対応しますが、設置上の不具合（販売店や自分で

設置した場合の誤った配線や調整方法）によるものについては個人負担となりますので、ご理解ください。 

【管理組合が紹介した業者が、調査・調整を行った場合の費用】 

テレビ１台あたりの出張・調整費、ビデオ録画機等がある場合は追加１台あたりの追加費用が必要となりま

す。 


